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はじめに
食物繊維摂取量の少ない地域では大腸癌、憩室症な
どの消化器系疾患、動脈硬化症、高血圧症や虚血性心
疾患などの循環器系疾患、糖尿病や高脂血症などの代
謝性疾患の発生率が高いことが明らかになってき
た１）～７）。第５次改訂日本人の栄養所要量（１９９４）で
は、成人の食物繊維の目標摂取量を２０～２５g／日、１０００
Kcal当たり１０gが示されているが、１９９４年の国民栄養
調査によると食物繊維摂取量は１５．９gであり、食物繊
維摂取不足が懸念されている８）。
食物繊維はこのほか、食物の胃腸通過時間、糞便
量、便性、腸内細菌叢、食物摂取量などにも影響を与
えることが知られている６）、９）～２０）。著者らは健康な女
子学生の食事調査を行い、エネルギー摂取量（E）と
食物繊維摂取量（Df）との関係を調査し、日常食の
エネルギー摂取量が増加したために E／Df比が上昇し
ていることを報告した２１）。摂取食物繊維量と種類によ
り排便にどのような影響を与えるか白ネズミを用い
て、胃腸通過時間、糞便水分含量、糞便１００粒重量、
風乾物利用率について検討したので報告する。
実験方法
１．供試飼料と供試動物
供試飼料は白ネズミの標準食とされている
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食物繊維の胃腸通過時間、糞便への影響
柚 木 英 志１）、中 永 征太郎２）、清 水 光 郎３）
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Effects of Dietary Fibers on Gastrointestinal Transit Time and Stools
Eiji YUNOKI１）, Seitaro NAKAE２）, Mitsuo SHIMIZU３）,
Toshio KATAOKA３）, Toyonori OMORI４）and Tadashige MORI５）
The rats were fed for three weeks on the each feed contained 1%, 3% and 5% dietary fiber from
cellulose, Chinese cabbage, radish, Cortinellus shiitake, and Undaria pinnatifida.
The effects of the dietary fibers intake by the quantities and the kinds on the gastrointestinal transit time,
percentage of water content in stools, the faecal weight of 100 pieces, the using rate of air dried feed were
evaluated. The shortening of gastrointestinal transit times were affected by the ratio of soluble and
insoluble dietary fiber, fermentation by intestinal microflora, increase of intestinal contents.
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に準じて調製した。食物繊維源としてセルロース、白
菜、大根、しいたけ、ワカメを用い、供試添加物中に
含まれている食物繊維量が１％，３％，５％になるよ
うに添加し、シュークロースで全体を１００％とした。
表１に供試飼料の組成割合を示した。飼料に添加した
白菜、大根、しいたけ、ワカメの食物繊維は Prosky−
AOAC法２２）により定量した。図１にそのフローシー
トを示した。飼料に添加した食物繊維源（白菜、大
根、しいたけ、ワカメ）の水分は１０５℃常圧乾燥法、
たん白質は Kjeldahl法、脂質は Soxhlet脂肪抽出法を
用いて定量し、粗灰分は５５０～６００℃で灰化処理後定量
した。白菜、大根、しいたけ、ワカメの栄養組成は表
２に示した。本実験において、１％、３％、５％の食
物繊維の比較的低いレベルの飼料を調製し、供試した
理由は食物繊維の摂取不足が懸念される昨今の食事事
情を考慮したものである。
供試動物は４週齢の Spraque Dawly系白ねずみ雄
（チャールスリバー）１０５匹を１群７匹の１５群に分け
た。そのうちの１群を対照とし、セルローズ添加食
（１％、３％、５％）を給餌した。他の１２群には、初
めの７日間は予備期間としセルローズ５％添加食を与
え、８日目から白菜、大根、しいたけ、ワカメを添加
して、それぞれ１％、３％、５％の供試飼料を２週間
与えた。給餌は午前１０時に１日１回とし、飲み水は常
時与え、照明は１２時間（６時～１８時）照明とした。実
験期間中、毎日午前１０時に飼料を与え、翌日の飼料残
渣を差し引いて、１日の摂取量として個別に測定し
た。
２．胃腸通過時間の測定と試料採取
図２は実験の日程を示している。胃腸通過時間の測
定は試験食に切り替え後３日目と１３日目に実施した。
供試食に由来する糞便を識別するために、約０．５％量
の赤色カーミンをアルコールに溶解し、供試食に均一
に混合した。供試食を白ネズミに一斉に摂食させるた
め、あらかじめ、深夜０時から早朝までの６時間を絶
食させ、供試食餌摂食開始から赤色便の排泄までの時
間を胃腸通過時間とした。
糞便は実験開始後１５日目から４日間全量を採取し、
表１ 供試飼料の組成割合
（％）
添加飼料
組成
セルロース 白 菜 大 根 し い た け ワ カ メ
１％ ３％ ５％ １％ ３％ ５％ １％ ３％ ５％ １％ ３％ ５％ １％ ３％ ５％
カ ゼ イ ン ２０．００２０．００２０．００２０．００２０．００２０．００２０．００２０．００２０．００２０．００２０．００２０．００２０．００２０．００２０．００
DL－メチオニン ０．３０ ０．３０ ０．３０ ０．３０ ０．３０ ０．３０ ０．３０ ０．３０ ０．３０ ０．３０ ０．３０ ０．３０ ０．３０ ０．３０ ０．３０
シュークロース ６３．２５６１．２５５９．２５６０．１０５１．８０４３．５０５９．１２４８．８６３８．６１６１．７４５６．７１５１．６９６２．３２５８．４７５４．６２
ラ ー ド １０．００１０．００１０．００１０．００１０．００１０．００１０．００１０．００１０．００１０．００１０．００１０．００１０．００１０．００１０．００
ミネラル混合 ３．５０ ３．５０ ３．５０ ３．５０ ３．５０ ３．５０ ３．５０ ３．５０ ３．５０ ３．５０ ３．５０ ３．５０ ３．５０ ３．５０ ３．５０
ビタミン混合 １．００ １．００ １．００ １．００ １．００ １．００ １．００ １．００ １．００ １．００ １．００ １．００ １．００ １．００ １．００
酒石酸コリン ０．２０ ０．２０ ０．２０ ０．２０ ０．２０ ０．２０ ０．２０ ０．２０ ０．２０ ０．２０ ０．２０ ０．２０ ０．２０ ０．２０ ０．２０
コレステロール ０．５０ ０．５０ ０．５０ ０．５０ ０．５０ ０．５０ ０．５０ ０．５０ ０．５０ ０．５０ ０．５０ ０．５０ ０．５０ ０．５０ ０．５０
コール酸ナトリウム ０．２５ ０．２５ ０．２５ ０．２５ ０．２５ ０．２５ ０．２５ ０．２５ ０．２５ ０．２５ ０．２５ ０．２５ ０．２５ ０．２５ ０．２５
食 物 繊 維 １．００ ３．００ ５．００ ４．１５１２．４５２０．７５ ５．１３１５．３９２５．６４ ２．５１ ７．５４１２．５６ １．９３ ５．７８ ９．６３
表２ 添加食物繊維源の栄養素組成
（％）
水 分 粗タンパク質 脂 質 糖 質 食 物 繊 維 灰 分
白 菜 １４．７ １８．４ １．５ ２７．２ ２４．１ １４．１
大 根 １３．３ １１．２ ０．７ ４７．７ １９．５ ７．６
し い た け ８．２ １９．２ ２．４ ２６．０ ４０．０ ４．２
ワ カ メ １５．６ ２０．１ ０．７ － ５１．１ ３１．７
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　　試　料（必ず２検体同時に処理し，適宜検体を加えずに同処理を行い試薬ブランクとする） 
 
 
　　0.1mgの精度で1gを秤量し300ml三角フラスコ（またはコニカルビーカー）へ 
　　　　　（必要に応じて脱脂を行う） 
　　　　　 50mlの0.05Mリン酸（Na）緩衝液pH6.0を加え十分懸濁 
　　　　　 0.1ml  Termamyl（Novo  No.120L）を加える 
　　　　　 120KNovoU/ml（= 490μmoleglucose/min/sol.starch，37℃，pH5.6/ml） 
 
 
　　フラスコの口をアルミ箔でカバーし，90℃，15min（waterbath中，振とう） 
　　　　　 （90℃以上の水浴中で試料温度が90℃になってから15分間振とう） 
 
　　冷後，1N  NaOHでpH7.5に調整 
　　　　　 5mg  Protease（Sigma  P-5380） 
　　　　　　　 7～15unit/mg（=μmole  tyrsine/min/casein，37℃，pH7.5/mg） 
　　カバーし60℃  60min  incubate（water  bath中，振とう） 
　　冷後，0.205MH3PO4液　約10mlを加えてpH4.5±0.2に調整 
　　　　　 25mg  Amyloglucosidase（Boehringer  208-469） 
　　　　　　　 6U/mg（=μmol  glucose/min/glycogen，25℃/mg） 
 
 
　　カバーし60℃  30min  incubate（water  bath中，振とう） 
　　　　　 4倍液量の95％エタノール（60℃） 
 
 
　　室温で60min以上放置（最初からこの段階までは1日の行程とする） 
 
 
　　※ろ過（吸引しつつ，定量的に行う） 
　　　　　 20ml　78％エタノール×3　洗浄 
　　　　　 10ml　95％エタノール×2　洗浄 
　　　　　 10ml　アセトン　　　×2　洗浄 
　　ろ過器を真空オーブン中70℃一夜または，空気浴中105℃で一夜乾燥しデシケーターで放冷後， 
　　秤量（0.1mgの精度まで秤量） 
 
 
　以上二検体を同処理したものの内，一方のサンプルを用いて，ケルダール法により窒素量を測定 
する（これに6.25を乗じて，非消化性タンパク質とする） 
　残りのサンプルは525℃で5時間灰化，デシケーターで放冷後，秤量 
 
　※ろ過器は前もって105℃で2時間乾燥後，30分デシケーターでデ放冷し，秤量しておく 
風乾糞便重量、糞便個数、糞便水分含量を測定した。
糞便の形性、大きさを示す指標として、１００粒あたり
重量を用いた。糞便水分含量は排泄直後の新鮮便をあ
らかじめ秤量しておいたアルミ箔に採取して、
１３５℃、２時間恒温乾燥後に３０分間放冷したものを秤
量して求めた。風乾物利用率を風乾糞便重量と飼料摂
取量から次式で求めた。
風乾物利用率（％）＝１－
風乾糞便重量
食餌摂取量

×１００
得られたデータは平均値の差の検定、２要因の分散
分析で統計処理を行った。
結果および考察
１．胃腸通過時間
供試飼料に切り換え後、胃腸通過時間が早期に安定
化するか否かを確認するために、２回の測定を行っ
た。
１回目に測定した胃腸通過時間及び分散分析の結果
を表３に示した。分散分析の結果、食物繊維の添加量
による胃腸通過時間では危険率５％で有意の差は認め
られなかった。添加した食物繊維の種類間ではセル
ロースとしいたけ、大根としいたけの間に有意差が認
図１．食物繊維の定量（Prosky−AOAC法）
食物繊維の胃腸通過時間、糞便への影響
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められた。食物繊維量が１％、３％、５％と多くなる
につれて、セルロース添加と白菜添加の場合は胃腸通
過時間が短くなったのに対し、しいたけ添加の場合は
逆に長くなった。大根添加、ワカメ添加の場合は食物
繊維量５％の胃腸通過時間が食物繊維量３％、１％の
胃腸通過時間より有意に短かった。セルロース添加と
大根添加の場合、食物繊維量５％の胃腸通過時間は
１％のものより１００分以上短かった。逆にしいたけ添
加の場合、食物繊維量５％の胃腸通過時間が１％のそ
れより１００分長かった。これが食物繊維の種類間で有
意の差が生じた原因と考えられる。しかし、食物繊維
の添加量による胃腸通過時間には有意差が認められな
かったことから、胃腸通過時間の差は供試飼料の食物
繊維量による要因だけでなく、供試添加物の食物繊維
の成分の差が影響していることも考えられる。
表４は２回目に測定した胃腸通過時間および分散分
析の結果である。分散分析の結果は１回目と異なり、
食物繊維の添加量による胃腸通過時間は１％と３％の
間に危険率５％で有意差が認められなかったが、１％
と５％、３％と５％との間には有意の差が認められ
た。添加した食物繊維の種類間では、しいたけとセル
ロース、白菜、大根、ワカメとの間、白菜と大根との
間、ワカメと大根との間に胃腸通過時間の有意の差を
認めた。セルロース添加、白菜添加、大根添加の胃腸
通過時間は食物繊維量が増加するにつれて短くなっ
た。
食物繊維量の５％の胃腸通過時間は１％よりセル
ロース１３２分、大根１３１分、白菜１１０分短かったが、し
いたけは２９分、ワカメ１１分とわずかな短縮であった。
奥らの白ネズミを用いた実験でも、セルロースは胃腸
通過時間の短縮とともに排便量が増大した２３）。
胃腸通過時間の１回目と２回目の測定結果は飼育期
間によって異なった。これは飼料への適応と成長によ
り、消化管の形態・機能が変化し、供試飼料の摂取期
図２．実験日程
表３ 胃腸通過時間（１回目）と分散分析
【胃腸通過時間】 （分）
セルロース 白菜 大根 しいたけ ワカメ
１％ ６３０±１４０ ５８２±１０２ ５４３±５９ ５７８±６５ ５８１±３５
３％ ４２０±８３ ５７８±１１７ ４３５±８６ ５８１±１０４ ５８３±５０
５％ ３３３±５２ ５０８±６３ ４４１±６０ ６７２±１０６ ５４２±８１
【分散分析後の検定】
食物繊維の添加量 食物繊維の給源
１％ ３％ ５％ セルロー ス 白菜 大根 しいたけ ワカメ
１％ － － セルロー ス － － － －
３％ ○ － 白菜 ○ － － －
５％ ○ ○ 大根 ○ ○ － －
○：有意差なし しいたけ ＞ ○ ＞ －
ワカメ ○ ○ ○ ○
○：有意差なし
＞：p＜０．０５
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間の影響が現れたものと考えられる。
２．風乾糞便重量
食物繊維の添加量別・種類別の風乾糞便重量とその
分散分析の結果を表５に示した。いずれの食物繊維も
摂取量が多くなるにつれて風乾糞便重量が危険率５％
で有意に増加した。セルロース添加と大根添加、しい
たけ添加との間、白菜添加とワカメ添加との間、大根
添加としいたけ添加との間の風乾糞便重量には差が認
められなかったが、白菜添加とワカメ添加の供試飼料
では他の３種類に比べると風乾糞便重量が大きかっ
た。この結果から、風乾糞便重量は食物繊維の添加量
および種類の両者の要因により差異が生じることが明
表４ 胃腸通過時間（２回目）と分散分析
【胃腸通過時間】 （分）
セルロース 白菜 大根 しいたけ ワカメ
１％ ５８４±８６ ５８６±１３２ ５３０±９５ ６６１±６４ ５２９±７０
３％ ４９８±１０１ ５８２±１０８ ５００±１２１ ６８９±９４ ５５１±８９
５％ ４５２±１１７ ４７６±７６ ３６９±４８ ６３２±１１４ ５１８±３５
【分散分析後の検定】
食物繊維の添加量 食物繊維の給源
１％ ３％ ５％ セルロー ス 白菜 大根 しいたけ ワカメ
１％ － － セルロー ス － － － －
３％ ○ － 白菜 ○ － － －
５％ ∨ ∨ 大根 ○ ∨ － －
○：有意差なし
∨：p＜０．０５
しいたけ ＞ ＞ ＞ －
ワカメ ○ ○ ＞ ∨
○：有意差なし
∨：p＜０．０１
＞：p＜０．０５
表５ 風乾糞便重量と分散分析
【風乾糞便重量】 （g／４日）
セルロース 白菜 大根 しいたけ ワカメ
１％ １．９±０．４ ２．７±０．３ ２．５±０．２ １．９±０．３ ２．５±０．５
３％ ３．７±０．５ ４．６±０．４ ３．９±０．８ ３．８±０．７ ４．９±０．６
５％ ５．７±０．７ ６．４±０．９ ５．５±０．９ ５．７±０．７ ７．３±１．３
【分散分析後の検定】
食物繊維の添加量 食物繊維の給源
１％ ３％ ５％ セルロー ス 白菜 大根 しいたけ ワカメ
１％ － － セルロー ス － － － －
３％ ＞ － 白菜 ＞ － － －
５％ ＞ ＞ 大根 ○ ∨ － －
○：有意差なし
＞：p＜０．０５
しいたけ ○ ∨ ○ －
ワカメ ＞ ○ ＞ ＞
○：有意差なし
∨：p＜０．０１
＞：p＜０．０５
食物繊維の胃腸通過時間、糞便への影響
－２９－
らかになった。
３．糞便水分含量
糞便水分含量についても胃腸通過時間と同様に２回
測定した。表６は１回目の、表７は２回目の食物繊維
の添加量別・種類別の糞便水分含量およびその分散分
析の結果を示している。１回目の糞便水分含量は供試
飼料への食物繊維添加量による差は認められなかっ
た。食物繊維の種類による差が認められ、セルロース
添加飼料の糞便水分含量は他の４種類の食物繊維添加
飼料による糞便水分含量より有意に小さかった。白菜
添加飼料の糞便水分含量は大根、ワカメのそれより有
意に少なかった。２回目の結果は１回目と類似してい
表６ 糞便水分含量（１回目）と分散分析
【水分含量】 （％）
セルロース 白菜 大根 しいたけ ワカメ
１％ ６７±８．５ ７８±４．６ ８２±３．３ ７６±３．３ ８１±３．９
３％ ６１±１０．３ ７０±１９．０ ８０±３．６ ８０±２．２ ７８±５．７
５％ ６１±５．１ ７２±７．４ ７５±１８．２ ７４±４．７ ７９±３．４
【分散分析後の検定】
食物繊維の添加量 食物繊維の給源
１％ ３％ ５％ セルロー ス 白菜 大根 しいたけ ワカメ
１％ － － セルロー ス － － － －
３％ ○ － 白菜 ＞ － － －
５％ ○ ○ 大根 ＞ ＞ － －
○：有意差なし しいたけ ＞ ○ ○ －
ワカメ ＞ ＞ ○ ○
○：有意差なし
＞：p＜０．０５
表７ 糞便水分含量（２回目）と分散分析
【水分含量】 （％）
セルロース 白菜 大根 しいたけ ワカメ
１％ ７７±３．８ ７８±４．７ ７９±３．５ ７５±３．９ ８２±２．５
３％ ６６±５．７ ７７±３．８ ７９±５．３ ７８±８．４ ８２±２．１
５％ ６７±３．７ ７７±２．１ ７９±４．７ ７０±３．１ ８１±５．６
【分散分析後の検定】
食物繊維の添加量 食物繊維の給源
１％ ３％ ５％ セルロー ス 白菜 大根 しいたけ ワカメ
１％ － － セルロー ス － － － －
３％ ○ － 白菜 ＞ － － －
５％ ○ ○ 大根 ＞ ○ － －
○：有意差なし しいたけ ○ ○ ∨ －
ワカメ ＞ ○ ○ ＞
○：有意差なし
∨：p＜０．０１
＞：p＜０．０５
柚木英志、中永征太郎、清水光郎、片岡敏夫、大森豊緑、森 忠繁
－３０－
た。１％しいたけの糞便水分含量がセルロースよりも
低くなっている以外は、セルロースは他の４種類の糞
便水分含量より少なかった。これはセルロースが不溶
性繊維のみであるのに対し、他の４種類は不溶性繊維
と水溶性繊維の両方を含有しているために、糞便の保
水性に差異が生じたものと考えられる（表８）。即
ち、食物繊維の持つ保水性の差が消化管内容物の水分
含量に影響したと思われる。
本研究の実験条件として、白菜、大根、しいたけ、
ワカメの食物繊維量により飼料配合を行ったため、セ
ルロースよりも供試添加食物繊維そのものの配合割合
が多くなっている。そのために、これらの糞便水分含
量はセルロースよりも高く維持されていると考えられ
る。この保水性の違いは消化管内容物の物理特性の違
いであり、保水性が高くなると一定の腸管内圧に対し
て消化管内容物の移行速度が速くなる。また、不溶性
繊維であるセルロースを白ネズミの食餌に１～３％添
加することにより、胃腸通過時間が短縮されるにもか
かわらず、糞便の保水性は高くならない。この結果は
不溶性繊維の増加により糞便を増加させ、胃腸通過時
間を短縮させるものであろう。本実験において、１～
５％の範囲において食物繊維量が増加しても必ずしも
糞便の保水性は高まらなかった。一般に、食物繊維量
が多くなると、保水性が高まり、消化管内容物の移行
速度が短縮されるとともに排便刺激も亢進するが１０）、
食物繊維源の水溶性・不溶性成分の割合により、必ず
しも一様な傾向を示さないことが明らかにされた。
４．糞便の形状（糞便１００粒重量）
表９に食物繊維の添加量別・種類別の糞便１００粒重
量と分散分析結果を示した。セルロース添加飼料の糞
便１００粒重量は他の供試添加飼料よりも有意に大き
かった。これは添加食物繊維の内容により腸内におけ
る糞便形成が異なることを示している。セルロースの
ような不溶性食物繊維は腸内細菌によって醗酵を受け
にくいので２４）、腸内容物の増加を来たして糞便量を増
大させる。これに対して、白菜、大根、しいたけ、ワ
カメなどに含まれる水溶性食物繊維は腸内細菌の醗酵
を受けやすく消化管内圧が変化しやすく２４）、糞便１粒
の大きさに差を生じるためと考えられる。
糞便１００粒重量を保水性の面から考察すると、白
菜、大根、しいたけ、ワカメ添加飼料には水溶性食物
繊維を含んでいるために、セルロース添加飼料より保
表８ 添加食物繊維の水溶性・非水溶性成分比
（％）
水 溶 性 不 溶 性
セルロース ０ １００
白 菜 ９ ９１
大 根 ３３ ６７
し い た け １０ ９０
ワ カ メ ３３ ６７
表９ 糞便１００粒重量と分散分析
【糞便１００粒重量】 （g／１００粒）
セルロース 白菜 大根 しいたけ ワカメ
１％ ５．８±２．３ ４．０±０．８ ３．７±０．５ ３．５±０．７ ４．１±１．１
３％ ６．１±１．２ ３．８±０．８ ４．２±０．６ ３．９±０．３ ３．０±０．４
５％ ７．４±０．５ ４．１±０．７ ３．７±０．６ ３．８±０．５ ３．７±０．８
【分散分析後の検定】
食物繊維の添加量 食物繊維の給源
１％ ３％ ５％ セルロー ス 白菜 大根 しいたけ ワカメ
１％ － － セルロー ス － － － －
３％ ○ － 白菜 ∨ － － －
５％ ○ ○ 大根 ∨ ○ － －
○：有意差なし しいたけ ∨ ○ ○ －
ワカメ ∨ ○ ○ ○
○：有意差なし
∨：p＜０．０５
食物繊維の胃腸通過時間、糞便への影響
－３１－
水性が高いことから、糞便を乾燥したときの重量低下
は前者が後者より著しくなる。このこともセルロース
添加飼料に比べて他の添加飼料４種類の糞便１００粒重
量が小さくなった要因の一つであろうと考えられる。
５．飼料摂取量
表１０に飼料摂取量と分散分析を示した。飼料摂取量
は添加食物繊維量の要因では５％危険率で有意差が認
められなかったが、添加食物繊維の種類により有意の
影響が認められた。しいたけ添加飼料と大根添加飼料
の場合、他の３種類（セルロース、白菜，ワカメ）の
添加飼料に比して飼料摂取量が少なかった。しいたけ
添加飼料は乾燥しいたけ特有の匂いが食餌の嗜好性を
低下させると同時に、食餌の Bulk量（嵩）に関係し
たのではないかと考えられる。
６．風乾物利用率
食餌の消化性は食餌中の各栄養素についての利用率
を求めるべきであるが、食餌の消化性の概要を評価す
る目的で、風乾糞便重量と飼料摂取量とから風乾物利
用率を算出した。食物繊維源を添加したときの風乾物
利用率は生体由来の代謝物、基礎食品中の利用されな
い成分、供試添加物の構成成分で食物繊維以外の不消
化物などの糞便構成物を示しているものである。表１１
に食物繊維量別、種類別の風乾物利用率と分散分析の
結果を示した。風乾物利用率は添加食物繊維量が多く
なるにつれて有意に低下した。とくに、風乾糞便重量
の小さいセルロース添加飼料の風乾物利用率は他の４
種類（白菜、大根、しいたけ、ワカメ）の添加飼料よ
り有意に高かった。
食物繊維５％の供試飼料を与えたときの食物繊維源
の見かけのエネルギー利用率を見ると、セルロース
０．８９％、白 菜５９．７０％、大 根７０．７７％、し い た け
４８．１７％、ワカメ３．８９％という結果となった。食物繊
維は栄養素の見かけの消化吸収率を低下させる２５）。一
般に見かけのエネルギー利用率は生体内の食餌の滞留
状態に関係し、生体内に長く滞留すれば利用率が高く
なり、逆にその時間が短ければ利用率は低くなる傾向
にある。しかし、ワカメは見かけの利用率が白菜、大
根、しいたけより低いにもかかわらず、胃腸通過時間
が短縮されていないために、風乾物利用率は白菜、大
根、しいたけの場合と差がなかったと考えられる。
ま と め
食物繊維源にセルロースを対照として、白菜、大
根、しいたけ、ワカメを供試飼料中の食物繊維量が
１％、３％、５％になるように調整して、白ネズミに
与え３週間飼育した。食餌中の食物繊維の量および種
類により食物繊維の効果を胃腸通過時間の測定、糞便
水分含有量、糞便１００粒重量、風乾物利用率について
検討して、次のような結論を得た。
１）食物繊維の添加量による要因と種類による要因の
両方に有意な差があったのは、２回目測定の胃腸通
過時間、風乾糞便重量、風乾物利用率であった。
表１０ 飼量摂取量と分析分散
【飼料摂取】 （g／４日）
セルロース 白菜 大根 しいたけ ワカメ
１％ ７５．７±５．３ ６９．１±３．９ ７５．９±４．５ ６２．３±５．２ ７４．８±６．３
３％ ７６．３±５．８ ７６．２±５．７ ６７．６±７．３ ６６．６±９．５ ７３．１±６．８
５％ ８４．１±６．０ ７３．５±９．１ ６６．７±４．３ ６７．２±３．７ ８３．４±１５．０
【分散分析後の検定】
食物繊維の添加量 食物繊維の給源
１％ ３％ ５％ セルロー ス 白菜 大根 しいたけ ワカメ
１％ － － セルロー ス － － － －
３％ ○ － 白菜 ○ － － －
５％ ○ ○ 大根 ∨ ○ － －
○：有意差なし しいたけ ∨ ∨ ○ －
ワカメ ○ ○ ＞ ＞
○：有意差なし
∨：p＜０．０１
＞：p＜０．０５
柚木英志、中永征太郎、清水光郎、片岡敏夫、大森豊緑、森 忠繁
－３２－
２）食物繊維の種類間のみに有意な差が認められたの
は、１回目測定の胃腸通過時間、１回目と２回目測
定の糞便水分含量、糞便１００粒重量、飼料摂取量で
あった。
３）食物繊維添加量の要因のみに有意の差が認められ
た項目はなかった。
以上、食物繊維の胃腸通過時間の短縮効果は、それ
に関連する要因として、水溶性・不溶性繊維の比率、
消化管内容物の物性、食物繊維の保水性、胃腸通過時
間の適応期間、大腸内容物の量と排便刺激と停滞時
間、腸内細菌による食物繊維の醗酵分解速度などが考
えられる。
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表１１ 風乾物利用率と分散分析
【風乾物利用率】 （％）
セルロース 白菜 大根 しいたけ ワカメ
１％ ９７．５ ９６．１ ９６．７ ９７．０ ９７．４
３％ ９５．２ ９４．０ ９４．２ ９４．３ ９３．３
５％ ９３．２ ９１．３ ９１．８ ９１．５ ９１．２
【分散分析後の検定】
食物繊維の添加量 食物繊維の給源
１％ ３％ ５％ セルロー ス 白菜 大根 しいたけ ワカメ
１％ － － セルロー ス － － － －
３％ ∨ － 白菜 ∨ － － －
５％ ∨ ∨ 大根 ∨ ○ － －
○：有意差なし
∨：p＜０．０５
しいたけ ∨ ○ ○ －
ワカメ ∨ ○ ○ ○
○：有意差なし
∨：p＜０．０５
食物繊維の胃腸通過時間、糞便への影響
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